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軟調な輸出が成長ペースを下押し 

アジア主要国・地域の経済は、緩やかな成長が続いている。これまでに発表された

1-3月期の実質GDP成長率をみると、ベトナム（前年比+6.0％）は高めの伸びを示した

が、シンガポール（同+2.1％）は昨年10-12月期並みとなり、韓国（同+2.4％）や中国

（同+7.0％）では前期から減速するなど、総じて勢いに欠けた。 

内訳をみると、消費を中心に内需は底堅く、成長の下支えとなっている。ベトナム

では、資源価格下落に伴うインフレ率低下を通じた家計の実質購買力の改善によって、

1-3月期の小売売上高は前年比+13.9％と堅調を維持した（第1表）。また、シンガポー

ルでも、良好な雇用・所得環境を背景に同じく二桁の伸びとなった（2月まで）。但

し、韓国で所得の伸び悩みや高水準の家計負債等を背景に消費の低迷が続いているな

ど、不調な国も含まれている点には留意が必要である。 

一方、輸出は総じて軟調であり、成長を下押ししている。各国・地域の1-3月期の

輸出額をみると、2014年10-12月期から伸びが鈍化ないし減少幅が拡大したところが

大半である。特に資源の純輸出国であるマレーシアは、石油関連製品を中心に前年比

▲12.4％と大幅に減少したほか（2月まで）、インドネシアでも二桁減となった。輸出

品を資源・非資源に分けてみると、資源の落ち込みが目立っており、資源価格下落の

影響が勿論大きいとみられるが、非資源についても、相対的には底堅いながら足元に

かけて減速している点が注目される（第1図）。背景には欧州経済の停滞に加え、中

国や資源国など新興国での景気減速があるとみられる。他方、ベトナムの輸出は、外

資企業の進出などを背景に、携帯電話や電子製品等を中心に底堅く推移した。 

今後のアジア経済は欧州や中国向けの輸出が伸び悩むなか、堅調な消費を中心に内

需の下支えが期待される。但し、タイや韓国、マレーシアでは、高水準の家計負債を

背景に、負債拡大を前提とした消費の拡大が難しくなりつつあるほか、返済負担増加

が消費の重石となる可能性に留意が必要だ。 
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韓国 1.4 0.8 ▲ 0.6 1.4 1.0 0.6 3.6 0.9 ▲ 2.9 50.6

台湾 3.1 1.7 1.9 1.5 0.8 ▲ 0.6 6.6 0.4 ▲ 4.2 72.9

香港 1.6 0.2 ▲ 2.0 4.8 5.1 4.4 5.9 1.2 4.7 220.7

シンガポール 3.5 6.1 13.5 1.0 ▲ 0.0 ▲ 0.3 ▲ 0.1 ▲ 7.1 ▲ 13.7 187.6

インドネシア 15.3 11.0 15.7 4.4 6.5 6.5 2.3 ▲ 10.3 ▲ 11.4 23.1

マレーシア ▲ 8.8 3.8 ▲ 0.5 3.0 2.8 0.7 3.0 ▲ 4.1 ▲ 12.4 79.6

タイ 1.0 ▲ 0.0 ▲ 0.0 2.0 1.1 ▲ 0.5 ▲ 1.8 1.6 ▲ 4.8 75.0

フィリピン 37.6 30.3 21.6 4.7 3.6 2.4 12.9 6.3 ▲ 1.8 29.1

ベトナム 10.2 15.2 13.9 4.3 2.6 0.7 11.9 10.8 7.0 80.6

16.8 1.8 ▲ 5.9 6.7 4.1 5.2 1.0 ▲ 0.1 ▲ 16.1 23.9

第1表：アジア主要国・地域の経済指標
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（注） 1. 『小売売上高』は、マレーシア・フィリピン・インドは自動車販売台数で代替。

             『2015年1-3月期』は、NIES・マレーシア・タイは2月まで。

         2. 『輸出』はドルベース。マレーシア・タイ・フィリピンは2月まで。

             『輸出依存度』は名目GDPに対する輸出の割合。台湾は2013年、その他の国は2014年の実績。

（資料）各国統計、IMF統計より三菱東京UFJ銀行経済調査室作成

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

1
4

/4
-6

7
-9

1
0

-1
2

1
5

/1
-3

4
-6

7
-9

1
0

-1
2

1
-3

4
-6

7
-9

1
0

-1
2

1
-3

4
-6

7
-9

1
0

-1
2

1
-2

4
-6

7
-9

1
0

-1
2

1
-2

4
-6

7
-9

1
0

-1
2

1
-2

4
-6

7
-9

1
0

-1
2

1
-2

4
-6

7
-9

1
0

-1
2

1
-3

4
-6

7
-9

1
0

-1
2

1
-2

中国

(2.2％)

韓国

(10.3％)

台湾

(6.6％)

インド

ネシア

(42.4％)

ﾏﾚｰｼｱ

(30.9％)

タイ

(10.0％)

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ

(8.6％)

ﾍﾞﾄﾅﾑ

(11.1％)

インド

(20.0％)

非資源 資源 輸出合計

（注）1. 『資源』は原料、鉱物性燃料、動植物性油脂等。中国は3月の内訳が未発表。

2. 国名下の括弧内の数字は2014年の輸出に占める資源のシェア。

（資料）各国統計より三菱東京UFJ銀行経済調査室作成
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第1図：アジア主要国・地域の資源・非資源品目別輸出額  
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照会先：三菱東京 UFJ 銀行 経済調査室  竹島 慎吾 shingo_takeshima@mufg.jp 

福地 亜希 aki_fukuchi@mufg.jp 
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